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熱効率50％の実現可能性を有する革新的燃焼技術
の実用化と過渡性能向上のために必要となる革新
的な制御システムおよびその設計開発支援ツール
の開発を目指す。

高度燃焼制御システムの構築を目指して，制御対象のモデリングと制御系設計開発
支援ツールの開発を行う。具体的には、全体モデリングに必要な，①高速３Ｄ計算
コアソフトの開発、②着火・燃焼・排気サブモデル群の開発，およびコントロー
ラー設計に必要な、③高いロバスト性を有する制御方式の開発，④制御モデルの定
数最適化を行うツールの開発を行う。

拠点（東大）共有設備SIPチーム間連携 チーム内研究実施体制

研究開発目標と波及効果 研究開発項目相関図 複合物理領域モデリング
と開発ツールの関係

＜共有実験スペース＞
場所：東大工学部8号舘0021室
面積：約40m2

（ベンチ+計測室，付帯設備の一部は+αのスペース利用予定）
＜共有設備（予定含む）＞
過渡シミュレーションベンチ一式（室温，吸気温，湿度制御可），
ラピッドプロト，排ガス計測，PM/PN計測
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山崎由大
「ロバスト性確保および運転領域拡大，

適合試験を不要とするための革新的精密燃焼制御」
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従来の制御マップに基づく制御からModel Based Control（MBC）の概念へ移行す
るために，ECU上で実行可能な物理に基づく着火燃焼予測モデルを構築し，それを
応用した制御器の性能評価を行う。
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制御グループ

リーダー大学
ロバスト性確保および運転領域拡大，
適合試験を不要とするための革新的精密燃焼制御

制御用モデルおよび制御システム構築と
制御系設計支援ツール開発

ECU実装可能な物理ベースのエンジンダイナミクスモデルを構築，これまでの制御
マップに基づく制御からモデルベースド制御を活かした新たなエンジン制御システム
の構築を目指す。
制御への要求と役割 連携関係 計画MBCを軸とした新制御システム

・計算負荷低減のために，エンジンの１サイクルの特徴的
な点のみを計算する離散化モデルを用いる。

・二段噴射のモデルを応用展開し，多段噴射を表現する。

・三段噴射に対応した離散化モデルを構築した。
・離散化モデルで設計した2DOF制御系でシミュ
レーションを行った。

・過渡ベンチ導入のための実験室改修工事進行中。

離散化モデル

Pilot 2燃焼割合補正後

３段噴射モデル

・吸排気モデルとの練成検討必要。
・制御性能評価のための運転条件設定が必要で検討進行中。

簡易着火燃焼
サブモデル検討

離散化ダイナミクス
モデル構築

制御アルゴリズムの
実装

制御アルゴリズムの
構築

オンボード自動適合
システムの検討


